
【主な研究内容】

【経験のある連携事業（地域連携、企業連携、高大連携等】

【今後取り組みたい連携事業、または対応可能な連携事業】

地域連携

・上野三碑かるたとめぐるガイドマップの作成

・絵本の読み聞かせ

・甘楽町すごろくづくり
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専門分野 英語教授法、　発音指導

主な研究内容は、発音指導の効果的な方法、国際共通語としての英語のあり方、そして

英語教育を通じた社会貢献の可能性に関する考察である。特に、英語を異なる言語背景

を持つ人々が効果的にコミュニケーションを図る手段としてとらえ、その教育的意義を

探求している。加えて、SDGsを英語で学ばせる取り組みとして、途上国に住む貧困にあ

えぐ子どもたちが日本にいる里親に宛てて書いた英語の手紙を翻訳するボランティア活

動や、英語絵本の読み聞かせを通じ、英語でできる社会貢献を学生に経験させることの

教育的効果について研究している。英語教育を通じて学習者がグローカルな視野を獲得

し、地域社会および国際社会で主体的に行動できる力を育成する方策を模索している。

・市民活動団体やNPOとの連携

・市や町など、自治体のインバウンド推進事業への参画
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